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内
見
学
や
体
験
航
海
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
日
常
で
は
触

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
小
学
生
の
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
は
、
今
回
か
ら
会
場

を
羅
臼
町
民
体
育
館
ら
う
す
ぽ
に
移
し
、
羅
臼
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
ら
い
ず
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
千
人
踊
り
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
参
加
人
数
の
減
少

等
に
よ
り
昨
年
の
知
床
開
き
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
と
な
り
ま

し
た
が
、
羅
臼
音
頭
の
継
承
を
目
的
と
し
て
、
知
床
ら

う
す
産
業
祭
羅
来
楽
よ
り
会
場
内
で
町
内
外
の
方
が
誰

で
も
参
加
が
で
き
る
形
で
踊
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
ス
テ
ー
ジ
前
に
は
大
き
な
踊
り
の

輪
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
町
内
の
方
の
他

に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
ふ
る
さ
と
羅
臼
に

帰
省
し
た
方
、
観
光
客
、
外
国
人
の
方
の
姿
も
あ
り
、

羅
臼
音
頭
の
新
た
な
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
お
い
て

は
、
知
床
Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
、
知
床
未
来
中
学

校
吹
奏
楽
部
、
町
内
の
多
く
の
子
供
た
ち
が
通
う
標
津

町
の
ア
ム
ア
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
の
普
段
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
す
る
姿
に
、
会
場
内
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
で
は
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
こ
く
ぶ
さ

ん
に
よ
る
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、
加
藤
登
紀
子
さ
ん
に
よ

る
知
床
国
立
公
園
指
定
60
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
。
加
藤
登
紀
子
さ
ん
に
お
い
て
は
、
羅
臼
を
舞
台
と

知
床
ら
う
す
産
業
祭

羅
来
楽
開
催

　
９
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
の
日
程
で
、
第
１
回
知
床
ら

う
す
産
業
祭
羅ら

来ら

楽ら

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
を
迎
え
た
知
床
ら
う
す
産
業
祭
羅
来
楽
は
、

町
内
の
各
団
体
等
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
方
式
で
の

運
営
と
な
り
、
町
内
外
か
ら
来
場
さ
れ
る
方
に
は
楽
し

さ
を
、
帰
る
際
に
は
喜
び
を
与
え
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
る
よ
う
、
昨
年
よ
り
企
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
帯
広
か
ら
参
加
い
た
だ
い
た
陸

上
自
衛
隊
第
５
音
楽
隊
に
よ
る
会
場
が
一
体
と
な
る
演

奏
、
羅
臼
高
校
生
徒
に
よ
る
よ
さ
こ
い
の
熱
気
で
ス

タ
ー
ト
。

　
催
し
物
に
つ
い
て
は
、
知
床
開
き
お
よ
び
漁
火
ま
つ

り
に
お
い
て
伝
統
的
に
開
催
し
て
き
た
綱
引
き
大
会
や

秋
鮭
の
セ
リ
市
な
ど
の
他
に
、
秋
鮭
つ
か
み
ど
り
の
復

活
、
餅
ま
き
、
大
抽
選
会
や
大
道
芸
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
、
中
に
は
初
め
て
取
り
組
む
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。

　

大
道
芸
人
に
つ
い
て
は
、
初
め
て
見
る
方
も
多
く
、

特
に
子
供
た
ち
か
ら
は
大
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
福
島
県
に
あ
る
公
益
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
海

洋
科
学
館
よ
り
移
動
水
族
館
（
ア
ク
ア
ラ
バ
ン
）
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
羅
臼
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

魚
な
ど
を
見
た
り
触
れ
た
り
で
き
、
水
槽
の
周
り
は
常

に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
の
外
で
は
、
根
室
海
上
保
安
部
巡
視
船

﹁
さ
ろ
ま
﹂、
海
上
自
衛
隊
掃
海
艇
﹁
い
ず
し
ま
﹂
の
船

し
て
制
作
さ
れ
た
映
画
﹁
地
の
涯
に
生
き
る
も
の
﹂
を

通
じ
て
誕
生
し
た
知
床
旅
情
も
歌
わ
れ
、
約
１
時
間
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ト
ー
ク

で
は
羅
臼
で
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
観
客
と

握
手
を
交
わ
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
来
場
者
に
と
っ
て

心
温
ま
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
知
床
ら
う
す
花
火
大
会
に
お
い
て
は
、
町
内
外
の
た

く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
花
火
を
打
ち
上
げ
る
こ

と
が
で
き
、
第
１
回
目
の
知
床
ら
う
す
産
業
祭
羅
来
楽

に
ふ
さ
わ
し
い
、
盛
大
な
花
火
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
両
日
の
来
場
者
は
１
９
,
２
５
７
名
と
な
り
、
い
く

ら
丼
の
無
料
配
布
の
引
換
券
は
、
土
曜
日
に
お
い
て
は

開
始
５
分
で
配
布
が
終
了
し
、
ま
た
、
出
店
者
か
ら
は

準
備
し
て
い
た
食
材
が
土
曜
日
で
完
売
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
町
内
外
か
ら
本
当
に
多

く
の
方
々
に
ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
運
営
に
つ
い
て
は
、
連
合
町
内
会
を
含
む
実
行
委
員

会
に
所
属
す
る
各
団
体
等
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
出
演
団
体
、
協
賛
団
体
等
の
皆
様
も
含
め
、
町
民

一
体
で
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
、
大
変
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
の
第
２
回
目
の
開
催
に
向
け
て
企
画
・
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
第
１
回
目
を
踏
ま
え
て
ご
意

見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
知
床
ら
う
す
産
業
祭
羅
来

楽
実
行
委
員
会
事
務
局
（
羅
臼
町
、
羅
臼
漁
業
協
同
組

合
、
羅
臼
町
商
工
会
、
知
床
羅
臼
町
観
光
協
会
）
ま
で

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
一
回

ら

ら

ら

　
こ
の
事
業
は
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益
金

を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
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◆ 貢　 献 　賞 ◆

令和６年度　羅臼町表彰式

（順不同･敬称略）

長年の功績をたたえて長年の功績をたたえて
　11月８日㈮に羅臼町商工会において「羅臼町表彰式」が行われました。
　この表彰は、それぞれの分野において、町政の進展に多大な貢献を賜りました方々に対し、
長年の功労を顕彰するものであります。
　なお受賞者は次の方々です。

（文 化）　中　村　豊　子
（文 化）　平　原　久美子
（教 育）　山　中　伸　行

（住民組織活動）　工　藤　康　一
（住民組織活動）　惣　万　茂　雄
（住民組織活動）　魚　津　昭　洋
（住民組織活動）　宮　腰　　　實
（社 会 事 業）　加　藤　　　勉

（身体障がい者　　　
自立更生及び援護者） 堺　　　京　子

■教育文化貢献賞■社会貢献賞
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基金の運用

基金の状況

令和５年度

知床･羅臼まちづくり基金知床･羅臼まちづくり基金 最終報告
寄附者や町民の皆様へ

　知床・羅臼まちづくり基金はふるさと納税導入後の平成27年12月１日より「地域資源を活か
した活力ある産業のまちに関する事業」、「一人ひとりが輝ける地域医療、保健、福祉、介護のま
ちに関する事業」、「自然環境に配慮し安心安全に暮らせる快適なまちに関する事業」、「豊かな心
身を育み、明日へとはばたくまちに関する事業」、「持続的な行財政運営ができるまちに関する事
業」および「その他、目的達成のために町長が必要と認める事業」をあわせた６項目を政策メニュー
として位置づけ、基金の運用をしております。
　昨年度は、ふるさと納税による寄附を中心として、全国各地から個人・法人合わせて49,284
件ものご寄附を賜り、総額425,575,000円を知床・羅臼まちづくり基金に積み立てることがで
きました。
　ここに、令和５年度の基金運用状況の最終報告をさせていただきます。

　基金を運用し、「移住・定住促進補助金」「介護関連補助金」
「水産資源増大対策事業」等様々な事業を行いました。
　今後も、産業活性化事業や自然保護、子育て支援策等の
取り組みに有効に活用させていただきます。これからも全
国各地の羅臼ファンの皆様の温かいお気持ちを大切に、魅
力的なまちづくりに取り組んで参ります。

2

1

○ 知床･羅臼まちづくり基金については、羅臼町ホームペー
ジでもご覧いただけます。
　http://www.rausu-town.jp

「水産資源増大対策事業」
　令和５年度はホタテ種苗放流130万粒、ナマコ種苗
放流５万尾、ウニ種苗移植76万１千粒などの事業資金
等に活用させていただきました。

【お問合せ先：産業創生課　℡87-2162】

令和４年度
基金・件数

令和５年度
基金・件数

累　　　計
基金・件数

地域資源を活かした
活力ある産業のまち 86,721,994円 10,208件 125,045,009円 14,441件 645,832,037円 81,049件

一人ひとりが輝ける地域医
療、保健、福祉、介護のまち 35,400,258円 4,209件 45,940,219円 5,044件 249,877,404円 32,225件

自然環境に配慮し安心安
全に暮らせる快適なまち 49,769,767円 5,822件 71,634,399円 8,552件 329,223,039円 40,634件

豊かな心身を育み、明
日へとはばたくまち 33,570,977円 4,153件 52,757,748円 6,681件 202,604,469円 23,458件

持続的な行財政運
営 が で き る ま ち 4,633,593円 551件 9,230,542円 981件 45,460,772円 5,937件

その他目的達成のために
町長が必要と認める事業 72,214,430円 8,111件 120,967,083円 13,585件 458,837,299円 58,396件

合　　　計 282,311,019円 33,054件 425,575,000円 49,284件 1,931,835,020円 241,699件
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★
祝
！
４
万
人
★

★
祝
！
４
万
人
★

ありんこは月～金
9:30～11:30まで
火･水･木は午後も開放！

いつまでも自分の歯で食べるためにいつまでも自分の歯で食べるために

【お問合せ先：保健福祉課　℡87-2161】

　
平
成
19
年
度
に
八
木
浜
福
祉
館
に
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
﹃
あ
り
ん
こ
﹄

を
開
設
し
て
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
方
々

が
利
用
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
先
日

４
万
人
目
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
！
子
ど
も
た
ち
の
よ
い
遊
び
場
と
し

て
、
子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
保
護
者

の
方
々
の
交
流
の
場
と
し
て
、
今
後
も

気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
空
間
に
し

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
！
ま
だ

来
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
、
利
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
♪

　11/8～14は北海道歯・口腔の健康づくり8020（ハチマルニイマル）推進週間でした。
20本以上の歯があると大体の物が食べられることから、80歳で20本以上の歯を残しましょうと
いう運動です。令和４年の調査によると、全国では80歳で20本以上の歯がある人は51.6％でした。
羅臼町の歯科健診を受けた人では、５年平均で18.3％と、全国と比べると歯のない人が多いよう
です。
　では、80歳で20本の歯を保つためには、どうしたらよいのでしょうか？
　永久歯は、一度抜けてしまうと新たに生えてくることはないので、失わないように
する必要があります。そのため、歯を失う原因で１番多い歯周病、次に多いむし歯に
かからないようにすること、かかったとしても早めに治療することが大事です。

· 毎日の歯みがきだけではなく、フロス（糸ようじ）・歯間ブラシなどをプラスして汚れ
をしっかり落とす

·歯周病やむし歯は、どちらも初期には自覚症状がないため、定期的に歯科健診を受ける

♪12月・１月のありんこ情報♪♪12月・１月のありんこ情報♪
☆ありんこ広場（0歳～3歳対象）　☆すくすく広場（1歳未満対象・妊婦さんの見学可）　☆のびのび広場（2歳～3歳対象）☆ありんこ広場（0歳～3歳対象）　☆すくすく広場（1歳未満対象・妊婦さんの見学可）　☆のびのび広場（2歳～3歳対象）

＊12/4㈬の運動遊びと、1/22㈬のかかわり遊びは10時30分からおこないます。
＊12/13㈮と1/17㈮10時30分より図書館司書さんの絵本読み聞かせをおこないます。
＊12/26㈭～1/3㈮まで年末年始休業となりますのでご了承ください。
＊1/27㈪10時～計測をおこないます。母子手帳とバスタオルを持参ください。
＊お問合せ先：羅臼町子育て支援センター『ありんこ』　℡８８－１５１５

12月２日㈪ママの日♪ 12月４日㈬運動遊び 12月６日㈮すくすく広場
12月８日㈰パパの日 12月11日㈬クリスマス会 12月13日㈮絵本読み聞かせ
12月18日㈬ありんこ広場 12月20日㈮のびのび広場 12月25日㈬ありんこ広場
１月６日㈪ママの日♪ １月８日㈬ありんこ広場 １月10日㈮すくすく広場
１月15日㈬ありんこ広場 １月17日㈮絵本読み聞かせ １月22日㈬かかわり遊び
１月27日㈪計測 １月29日㈬ありんこ広場 １月31日㈮のびのび広場

のどちらか一方ではなく両方が大切です。
　また、歯を失ってしまったとしても、入れ歯などできちんと咬むこと
ができるようにすることで、機能を回復することができます。食べられ
るから、とそのまま放置せず、左右両方の奥歯でしっかり咬んで食べら
れる環境づくりをしましょう。
　いつまでも自分の口で美味しく食べることができるよう、「いい歯」
を意識して過ごしていきましょう。
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～みんなで育む･みんなの診療所～～みんなで育む･みんなの診療所～

知床らうす国保診療所通信知床らうす国保診療所通信

【予約・お問合せ先：知床らうす国民健康保険診療所　℡87-2116】

今年度の年末年始の休診日

12月28日㈯

年末年始
休診のお知らせマイナンバーカードの保険証利用

定期受診されている方はお薬切れの
無いよう受診予約をお願いします。

　医療機関や薬局を利用する際、マイナン
バーカードを健康保険証として使えるよう
になったことはご存じですか？既に９割以
上の医療機関や薬局がマイナンバーカード
での受付に対応しており、らうす診療所で
も診察券とマイナンバーカードを持ってく
るだけで受付が可能となっています。医療
機関や薬局を受診する際にはマイナンバー
カードを是非利用してみてください。

※ マイナンバーカードの健康保険証利用
には申請・登録が必要です。

　今回は町民のみなさんに新型コロナウイルスワクチンについてお話
しします。
　ひとくちにワクチンと言っても、はしかのワクチンのように、子供
の時に受けたら一生有効なものもありますが、インフルエンザウイル
スは、頻繁に姿を変えるため、毎年ワクチンをうつことがすすめられ
ています。新型コロナウイルスも頻繁に姿を変えるタイプで、現時点
では毎シーズンの接種がすすめられています。今シーズンから新型コロナウイルスワクチン
は任意接種となり、高齢者以外は自費接種となりました。
　新型コロナウイルスは高齢者において、重い肺炎をインフルエンザよりも起こしやすいた
め（当院でも入院されたり亡くなられた高齢者がいます）、高齢者やその同居家族には特に
ワクチン接種がおすすめです。
　現在は以前のワクチンと同じワクチンを仕入れる予定ですが、今後供給状態によっては、
これまで投与したことのないワクチンが流通する可能性があります。わからないことがあっ
たら、私の外来で質問していただければと思います。

木島所長より Vol.21

かんたん！便利！

１月５日㈰

～
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今
回
で
31
回
目
と
な
る
ク
ナ
シ
リ
眺
望
駅
伝
競
走
大
会
が
10
月
13
日
㈰
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
チ
ー
ム
13
組
、
総
勢
65
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
沿
道
の
家
族
や
関
係
者
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
激
走
し
ま
し
た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
の
開
催
と
な
り
、
小
学
生

女
子
の
部
で
は
、
チ
ー
ム
成
績
・
個
人
成
績
と
も
に
新
記
録
が
出
る
な
ど
、
選

手
の
み
な
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
走
り
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
関
係
者
の
皆
様
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
選
手
の
み
な
さ
ん
、
応
援
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
来
年
も
多
く
の
チ
ー
ム
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
去
る
11
月
１
日
㈮
～
４
日
（
月
・
祝
）
町

民
体
育
館
を
会
場
に
第
53
回
羅
臼
町
総
合
文

化
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
文
化
祭
は
、
羅
臼
町
文
化
協
会
が
中
心

と
な
り
町
内
で
活
動
を
行
う
サ
ー
ク
ル
・
個

人
等
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員
会
で
運

営
さ
れ
、
会
場
設
営
の
段
階
か
ら
携
わ
り
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
１
日
㈮
は
18
時
よ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
共

に
文
化
作
品
の
展
示
や
演
芸
発
表
の
幕
が
開

き
ま
し
た
。
２
日
㈯
は
14
時
よ
り
町
民
小
劇

場
が
開
催
さ
れ
、
各
サ
ー
ク
ル
・
個
人
の
発

表
に
よ
り
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
３
日
㈰
は
、
10
時
よ
り
子
ど
も
祭
り
、

16
時
よ
り
の
ど
自
慢
大
会
＆
大
友
旭
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
４
日
（
月
・

祝
）、
実
行
委
員
長
の
挨
拶
に
よ
り
、
第
53

回
羅
臼
町
総
合
文
化
祭
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
４
日
間
に
凝
縮
さ
れ
た
催
し
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
の
成
果
が
披
露
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
が
溢
れ
る
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

ク
ナ
シ
リ
眺
望
駅
伝
競
走
大
会 

開
催

羅
臼
町
総
合
文
化
祭 

開
催

第
31
回

第
53
回



9 「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」

図書
館だより

日
時
⋮
令
和
６
年
11
月
30
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

場
所
⋮
羅
臼
町
図
書
館
２
階
多
目
的
室

内
容
⋮
①
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　
②
手
遊
び

　
　
　
③
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び

対
象
⋮
０
歳
～
３
歳
の
入
園
前
の
お
子
さ
ん

保
護
者

☆
幼
稚
園
の
ご
兄
弟
も
一
緒
に
参
加
OK
！

☆
お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
向
け

の
折
り
紙
や
塗
り
絵
コ
ー
ナ
ー
を
準
備

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

そ
の
他
⋮
申
込
不
要
。
直
接
２
階
多
目
的

室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
協
力
＊

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
﹃
こ
ぐ
ま
ち
ゃ

ん
サ
ー
ク
ル
﹄・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
﹃
あ
り
ん
こ
﹄

詳
し
く
は
羅
臼
町
図
書
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ちち
いい
ささ
いい
子子
のの

　
　
　

　
　
　

おお
はは
なな
しし
会会

【
図
書
館
の
お
夜
食
】

原
田
ひ
香
／
著

　
亡
く
な
っ
た
作
家
の
蔵
書
が
集

め
ら
れ
た
﹁
夜
の
図
書
館
﹂。
実

在
の
本
に
登
場
す
る
料
理
が
ま
か

な
い
と
し
て
出
て
く
る
﹁
夜
の
図

書
館
﹂
で
、
本
好
き
な
同
僚
と
働

く
こ
と
に
な
っ
た
主
人
公
だ
っ
た

が
⋮
。

【
コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め
な
い
う
ち
に
】

川
口
俊
和
／
著

　
﹃
過
去
に
戻
れ
る
﹄
と
い
う
不

思
議
な
噂
が
あ
る
喫
茶
店
フ
ニ
ク

リ
フ
ニ
ク
ラ
。
そ
ん
な
不
思
議
な

喫
茶
店
を
訪
れ
た
４
人
の
女
性
が

紡
ぐ
、
家
族
と
、
愛
と
、
後
悔
の

物
語
。

再
開
し
ま
す

再
開
し
ま
す
!!

ち
い
さ
い
子
の
お
は
な
し
会

ち
い
さ
い
子
の
お
は
な
し
会

　
﹃
ち
い
さ
い
子
の
お
は
な
し
会
﹄

は
、
０
歳
～
３
歳
の
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
絵

本
や
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
読
書

活
動
へ
つ
な
げ
る
き
っ
か
け
づ
く
り

や
、
司
書
と
の
交
流
か
ら
図
書
館
に

親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
羅
臼
町
公
民
館
図
書
室
で
実

施
し
て
い
ま
し
た
。

　
図
書
館
が
役
場
ロ
ビ
ー
に
臨
時
開

設
中
は
、
実
施
で
き
る
場
所
が
な
く

中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

下
記
の
日
程
で
再
開
い
た
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
０
歳
～
３
歳
ま
で
の
入

園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
が
、

幼
稚
園
児
の
ご
兄
弟
の
参
加
も
可
能

で
す
。

　

読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
で
、

親
子
で
楽
し
く
、
温
か
い
時
間
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

11
月
１
日
㈮
～
４
日
（
月
・
祝
）

の
期
間
で
、
羅
臼
町
民
体
育
館
玄
関

ロ
ビ
ー
に
て
、
実
行
委
員
会
に
よ
る

第
23
回
ら
う
す
古
本
市
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
新
図
書
館
移
転
時
の
除
籍
本
を
は

じ
め
、
町
民
の
方
か
ら
の
寄
贈
本
を

無
料
で
町
民
還
元
い
た
し
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
役
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
町
民

還
元
用
の
除
籍
本
の
本
棚
を
設
置
し

て
お
り
、
役
場
開
庁
時
間
中
は
、
い

つ
で
も
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

﹃
ち
い
さ
い
子
の

　
お
は
な
し
会
﹄っ
て
な
に
？

第
23
回
ら
う
す
古
本
市
へ
ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

図
書
館
Ｈ
Ｐ
へ
は

こ
ち
ら
か
ら

ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
と

ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
と･･･

･･･

秋
の
夜
長
に
お
す
す
め
の
本

秋
の
夜
長
に
お
す
す
め
の
本
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　北海道では、児童生徒が防災知識を学び、災害時の「生きる力」を育むために学校の授業の中で
防災要素を取り入れる取り組みを推進しています。日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の被害想定
も公表されている中、町内の各教育機関でも防災教育に一層力を入れており、今年も春松幼稚園・
羅臼幼稚園・春松小学校・羅臼小学校・知床未来中学校で学年に応じて様々な授業が行われました。

町からの協力要請機関：陸上自衛隊第27普通科連隊、自衛隊帯広地方協力本部中標津地域事務所、
中標津警察署、ＫＤＤＩ㈱北海道総支社、㈱ドコモＣＳ北海道 北海道東支店、根室振興局地域創生部危
機対策室、釧路総合振興局地域創生部危機対策室、羅臼消防署

　一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業を活用し、八木浜
町々内会が防災資機材及び非常用発電機を整備しました。
　この事業は同センターが全国自治宝くじの社会貢献広報事業費として、住民
の行うコミュニティ活動を推進し、その健全な発展を図るとともに宝くじの社
会貢献広報を目的に行われています。今回の整備によって、地域防災力の強化
や町内会の活動の発展に寄与することが期待されます。

　こうして子供のころから学んだ様々な知識を頭の片隅にしまっておいてもらい、いつかどこかで
避難が必要な場面に遭遇してしまっても、日ごろから備えている持出品を手に持ち、冷静な行動を
取れる人に成長してもらえることを願います。

あしたへつながる防災知識あしたへつながる防災知識
子供のころから防災を学ぶ

第48弾

　最初に、地震が原因となって発生する津波や火災から命を守るための避難訓練を行いました。
その後、クラス毎に分かれて消防職員から消火活動のレクチャーを受けたり、役場職員から新
聞紙やチラシなど、身近なもので作れる防災グッズの紹介を受け、新聞スリッパの作成や防災
備蓄品の段ボールベッドを組み立てる体験を行いました。

羅臼幼稚園・春松幼稚園

　町内外の様々な機関に協力をいただき、特殊車両の見学や、北海道教育大学釧路校の学生に
よる津波の授業等が行われました。役場職員からは、座学と体験を組み合わせた授業の中で、
町内で実際に発生した災害の話を交えながら備えの大切さについて話したり、段ボールベッド
と屋内テントの組み立て体験を通して、避難所生活では避難者自身の協力が必要となることを
伝えました。

羅臼小学校・春松小学校

　１・２時間目には全学年で様々な障害を想定した避難訓練を行い、消防職員から消火設備と
防火についての講和を聴きました。２年生は、３・４時間目に避難所運営ゲーム北海道版（Ｄ
ｏはぐ）に挑戦しました。１人１人が避難者を受入れる立場に立って考え、北海道職員の説明
を聴きながら、クラスメイトとしっかりコミュニケーションを取って避難所運営を進める姿が
印象的でした。

知床未来中学校

【お問合せ先：総務課 防災担当　℡87-2111】

※クラスの授業内容は各学校、幼稚園によって異なります。

宝くじの助成金で備品を整備しました宝くじの助成金で備品を整備しました
ご協力ありがとうございました。
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　先日、知床未来中学校にて、自分の体験談をもとに道徳の授業で、ジェンダー・セクシュアリ
ティについてのお話をさせていただきました。２日間に分けてさせていただきましたが、対象の
２・３年生、どちらもすごく真剣に耳を傾けてもらって、なんとも嬉しかったです。以前から町
内のお子さんたちがよく声をかけてくれて、いつも気分を明るくしてくれていて、ありがたいな
あって思ってます。授業の後もたくさんの生徒のみなさんが話しかけてくれて、授業をさせても
らってよかったなあと思ってます。私は過去の記事に書かせてもらいましたが、2021年に性別を変更しました。今
後も何か訊いてみたいなあとか、話を聴いてもらいたいなあ等ありましたら、お子さんからでも、保護者のみなさん
からでも、先生方からでもいつでもご対応させていただきますので、お声がけいただけると嬉しいです ^ ^

（企画財政課地域おこし協力隊：近藤）

「Shape your world！」

　東京江戸川区生まれ、生田目愛弓（なまためあゆみ）です。自然と温泉、美味しい物が大好き
で、旅行が趣味です。自然遺産を制覇することが目標で、知床羅臼は憧れの場所でした。ご縁を
いただき、着任出来て嬉しく思います。
　先月初めて訪れた際に、羅臼昆布を購入し初めて昆布で出汁をとりました。お鍋にしたらとっ
ても美味しく感動。出汁をとった昆布も佃煮にしました。地元のみなさんがどんな料理にしてい
るのか教えてください！
　化粧品会社→ライター→日本酒の会社の広報を経て、現在フリーランスで広報PRや補助金の仕事をしています。
今後は、食や観光の魅力化に力を入れ、より多くの方に羅臼の魅力を伝えるお手伝いをしたいと思っています。

（企画財政課地域おこし協力隊：生田目）

「羅臼のみなさん、はじめまして！」

　霧の中から神々しく現れた羅臼岳の威容に迎えられて、この度初めて北海道に来ました。
　私はフランスに７年、アイルランドにも住んで、作曲や映画制作を学び、国内外で音楽を中心
とした芸術活動をしています。昨年は長編映画を監督し、楽器のハープに関わるお仕事もしてい
ました。
　野生動物のような私にとって、世界自然遺産の町で芸術に専心できることは念願でした。まだ
来て間もないですが、既に道東の大自然に心打たれる日々を送っています。朝の光と海の煌めきは格別ですね。
　羅臼町では長編映画を制作していきます。ご興味がある方は、ぜひお声がけください。
　今後、みなさんとお会いできるのを楽しみにしています！ （企画財政課地域おこし協力隊：谷原）

「 羅臼がきらめく映画を 」

　こんにちは、10月から地域おこし協力隊、委託ガイド部門で採用された笹崎浩丸（ささざき 
ひろまる）です。
　出身は岩手県の三陸海岸のまち大船渡市で、羅臼と同じく漁業が盛んな街です。船が好きだっ
た私の祖父が浩丸と名付けてくれました。羅臼は昆布とサケが有名ですが、大船渡はワカメとホ
ヤとサンマが有名です。
　羅臼に来る前は、阿寒湖に６年住んで、そこで自然のガイドを学びました。北海道に来る前は愛媛県に、やはり６
年間住んで、その時に海外からのお客様を案内する観光ガイドとしての仕事の楽しさを覚えました。
　羅臼は、雄大な自然と野生動物のつながり、羅臼昆布をはじめとする水産業に携わる人々の暮らしなど、他の地域
には見られないユニークさが有り、通訳ガイドとしてはとてもやりがいが感じられます。一方で、地域としての羅臼
は、未だ海外の方にとっては未知のエリアだと言っても過言ではないでしょう。この地域の魅力を世界へ向けて広く
発信していくことに携わっていける今後の生活にものすごくわくわくしています。
　得意な言語は主に英語とスペイン語です。地域のみなさんのお役に立てる機会があれば、是非お気軽にお声掛けく
ださい。
　それでは浩丸、只今より出港いたします！ （産業創生課地域おこし協力隊：笹崎）

「羅臼の知られざる魅力を世界へ」

「羅臼のときめき＠色の勉強」
　にっぽん丸寄港や第１回知床らうす産業祭羅来楽など賑やかなイベントが終わり、気づけば肌
寒い季節になりました。下半期はどんな風に過ごそうかと考え、今年は色彩検定に挑戦すること
にしました。色彩検定は、色の見え方や色の心理的影響、インテリア、ファッションなど色に関
することを幅広く学べる検定です。結果はまだ分かりませんが、勉強しながら身についた感覚で
はない根拠に基づいた色の使い方は、仕事をする上で自信につながるだけでなく、今までよりも
見る世界が変わり、デザイン制作も楽しくなってきました。活動期間が終わった後も自分のためになるような資格取
得などに挑戦していきたいです （産業創生課地域おこし協力隊：新倉）
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みんなでまちづくり

城下町ののわだいわだい
町では協働のまちづくりを推進しています。
ここでは、町民や団体が自らの意思で「協働のまちづくり」を
実践している方々を中心に取り上げ掲載して行きたいと考えて
います。みなさんも「協働のまちづくり」にご参加ください！

みんなでまちづくり

城下町城下町城下町城下町城下町城下町城下町城下町
みんなでまちづくりみんなでまちづくりみんなでまちづくりみんなでまちづくり

9月14日㈯・15日㈰
SHIRETOKO Adventure Festival 開催される

　明治安田生命保険が実施する営業拠点や連携協定
を結ぶ自治体を対象にした「私の地元応援基金」の
一環で、越原英将知床出張所長より健康増進事業等
への活用に対して617,100円のご寄付をいただき
ました。
　長年にわたるご厚意に感謝申し上げます。

　去る９月14日㈯～15日㈰に羅臼オートキャンプ場にて知床国立公園指定60周年・世界遺産
登録20周年記念事業として、羅臼町と地域包括協定を締結している㈱スノーピークが主体の
他、環境省、斜里町及び㈱ゴールドウィンの協力を得てアウトドアイベントを開催しました。
このイベントは、知床の自然環境の利用と保全をＰＲすると共に、羅臼の食と文化を体験する
機会の場として開催し、会場設営はスノーピークギアの他、一部ノースフェイスのテントを
活用し、羅臼にはなかった雰囲気のイベント会場を演出しました。参加者は総勢72名で、遠
くは東京都からの参加があり、地元も29名が参加されました。日中はワークショップとして、
ガラス玉のペイントや土器カップづくりなどの体験コーナーを催し、夕方からは、地元の料理
人が羅臼の海産物やエゾシカ肉、斜里の野菜などの具材を使用した天ぷら、海鮮丼などの料理
を提供しました。飲み物についても地元の深層水飲料の提供を行い、夜は登山家の石川直樹

氏によるトークショーや知床財団職員による「熊トーク」、
地元の漁師による「漁師トーク」を開催し、参加者からも
多くの質問も受け、関係者と参加者が一体となり、和んだ
雰囲気で１日目の終了時間を迎えました。２日目にはjoin
羅臼美活塾のみなさんに羅臼の海産物を具材とした洋食、
和食のお弁当の提供をいただき、また、希望者には「知床
らうす野遊びフィールド」体験モニターも実施しました。
夜中から早朝にかけて降雨があったものの、星空観察会以
外は全ての催しが実施でき、参加者の方も満喫して会場を

後にしました。
　今回のイベントにご
協力いただいた関係団
体、関係者の皆様、大
変ありがとうございま
した。

9月20日㈮

イベント会場 土器カップづくり

健康増進事業等への
活用に対して
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　北海道消防協会と北海道主催の2024年度　北海道「防火・
防災」作品コンクールにて、知床未来中学校２年生の舩水 サ
ラさんが、作文・中学生の部　北海道消防協会長賞を受賞され
ました。
　同コンクールは1970年から行われており、今年度は作品32
点の応募があった中での受賞となっております。
　作文は「防災について」と題し、2011年３月生まれの舩水
さんは、同時期に東日本大震災が発生したことから、かねてよ
り防災について興味を持っており、防災訓練、防災リュック等
の備蓄、避難経路の確保や避難所の確認等、地震や津波、自然
災害への備えや、地域の消防団との協力の重要性を訴えました。

北海道「防火・防災」作品コンクール
作文・中学生の部　北海道消防協会長賞 舩

ふ な

水
み ず

 サラさん

10月15日㈫

　総務省のデジタル活用支援推進事業を活用し、羅臼町で初めての「スマホ体験教室」を行いま
した。講師はNTTドコモの担当者さんで、教室には町内在住の13名の方が参加。今回は初心者
向けの講座で、電話やカメラ等の基本操作からインターネット検索、アプリの取得等色々なプロ
グラムを体験したほか、休憩時間には個別の相談にも乗って頂きました。参加された方からは「ス
マホを持っていても電話しか使ったことがなかったけれど、これからはカメラやLINE等色々使っ
てみたい」と意欲的な意見がありました。
　スマホは電話だけでなく便利な機能がたくさん入っている賢い道具箱。是非、楽しんで使って
みましょう!!

『スマホ体験教室』開催
9月26日㈭・10月18日㈮
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　道の駅事業者や「ねむろ自然の番人宣言」羅臼町認定事業所をはじめとした多くの方々にご参
加いただき、道の駅知床・らうすクリーンアップ大作戦を実施しました。
　道の駅周辺での清掃活動後には、熊の湯・ソスケ地区・材木岩トンネル周辺へと場所を移しゴ
ミ拾いを行いました。

　ゴミは主に空き缶やペットボト
ル、吸い殻でした。ポイ捨ては不
法投棄で犯罪です。世界自然遺産
を有する町として、ポイ捨てのな
いきれいな町づくりへのご協力を
お願いいたします。

　次代を担う子どもたちに地方自治への関心を高めてもらうことを目的として2019年より行っ
ている高校生一日議会が、今年も実施されました。
　高校生が議員役となり、町議員がサポートに入って、町長をはじめ教育長、担当課長へ一般質
問を行いました。一般質問では、高校生ならではの視点による提案や要望が多く見受けられました。
　高校生のみなさんには町政や町議会に関心を持つきっかけとして、町としては若い世代の考え
や意見を直接感じることのできる貴重な機会となりました。

道の駅クリーンアップ大作戦　秋の陣

高校生一日議会

10月29日㈫

11月1日㈮
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（税務担当通信）

〈休日窓口〉　12月22日㈰　午前９時から午後５時まで
〈夜間窓口〉　11月29日㈮、12月26日㈭、27日㈮　午後７時まで

【11・12月の休日･夜間窓口】

【お問合せ先：税務財政課　℡87-2113】

　固定資産税は、１月１日に所有している固定資産に課税されます。
　固定資産（家、倉庫等）を新築または取り壊しをした場合や所有者が変わった
場合は年内に手続きを済ませないと前年度の内容のまま課税されますのでご注意ください。

　12月25日㈬は、町・道民税及び固定資産税の第４期分（最終）
と国民健康保険税の第７期分の納期限となっておりますので、期限内
に納税するようお願いいたします。

　納税誓約不履行者や催告等に無反応など悪質と判断した滞納者に対し、預貯金や給与、生命保険
等の差押、不動産や動産の差押、国税等還付金などの差押を執行します。
　場合によっては、自宅などの捜索による差押も行います。

　マイナ保険証を基本とする仕組みへの移行に伴い、従来の短期被保険者証が廃止され、国保税に
滞納のある方は特別療養費（医療機関の窓口にて入院・外来問わず医療費が10割全額負担）に切
り替えになる場合があります。国保税をお納めいただくか、やむ得ない事情により納付できないと
きは、必ず納税相談を受けてください。

固定資産の手続きは年内に済ませましょう！

12月は滞納整理を強化します！

令和６年12月より短期被保険証が廃止されます！

　ゼロカーボンシティ（脱炭素社会）の実現に向け羅臼町で
は、一般家庭で使用する省エネ設備等の買い換え普及促進を
図り、家庭から排出される二酸化炭素量の削減を目的として、

「省エネ設備等普及促進事業補助金」制度を設けています。
　今回はLED照明設備の設置・購入について紹介していきま
す。

　省エネ設備等普及促進事業補助金の申請には各種条件がございますので、詳しい内容は、
11月11日発行の町政だよりをご覧になるか、下記のURLかQRコードからご確認ください。
https://www.rausu-town.jp/pages/cat/97

【主な条件】
　①既存住宅に蛍光灯設備等からLEDを使用した照明設備への交換であること（新築住宅は対象外）
　②灯具の交換を含むものであること（電球等（光源）のみおよびLED電気スタンドの購入は対象外）
　③購入・設置費用の合計金額が３万円以上であること（自らによる設置でも補助対象とします）

【補 助 額】
　①対象経費の２分の１以内（千円未満切り捨て）
　②最大３万円まで補助

【補助対象経費】
　①LED照明設備の購入費用
　②工事に関する費用
　③その消費税及び地方消費税の額　※処分費用は対象外

次回は、「省エネ給湯設備」をご紹介します。

羅臼町
ゼロカーボン通信

vol.9

LED照明設備
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【お問合せ先】 羅臼町教育委員会　社会教育課　　℡８７ー２００４

令和令和７７年年
羅臼町羅臼町2020歳歳ののつどいつどいはは１１月月７７日㈫日㈫でですす

羅臼町に住民票のない方は、お早めにご連絡ください。
　令和７年羅臼町20歳のつどいは、令和７年１月７日㈫に羅臼町立春松小学校を会場に
午後２時から開催いたします。式典の対象となるのは、平成16年４月２日から平成17年
４月１日までに生まれた方です。
　対象者の名簿は住民基本台帳から調査していますが、学校
や就職先の関係で羅臼町に住民票のない方でも20歳のつど
いに出席することができます。
　羅臼町に住民票がない方で出席を希望される方は、下記担
当課までお早めにご連絡ください。

　ヒグマの対応・出没状況、捕獲状況や対策などの情報を
２ヶ月毎にお伝えしています。
　７月までは昨年並みに多かったヒグマの対応件数でした
が、８月以降にはパッタリと少なくなりました。
　引き続き人の生活域に近づくようなクマを生み出さないよう、皆様の日ごろからのご協力をお願
いします。

ヒグマの目撃やシカなどの動物の死骸を発見した際は、
産業創生課（℡：８７－２１２６）までご連絡ください。

● 生ごみは外に置かない、魚は２階などクマが届かない場所に干す、ごみは収集時間の直前に出す
など、クマを引き付けない対策に、みなさんのご協力をお願いします。

● クマの目撃や被害の連絡が無かったり遅れたりすると、クマの対応も適切に実施できなかったり
遅れたりすることになります。極力速やかな役場へのご連絡をお願いします。

クマ対策のお願いクマ対策のお願い

９月、10月のヒグマ対応状況
◆対応件数８件（前年度259件）
　◇住宅地域での対応はほとんどなく、知床横断道路での目撃による対応が３件ありました。

９月、10月のヒグマ駆除状況
◆駆除０件（前年度42件43頭）
　◇ヒグマを駆除した際には、体の各部を計測、撮影した後に解体し、歯や肝臓、大腿骨などいく
つかの検体を採取して研究機関に送付します。そこで年齢やＤＮＡ、栄養状態などを調べて将来の
クマ対応に役立てます。

ヒグマヒグマのの対応状況を対応状況を
お知らせしますお知らせします

24時間対応

クマ対策用ドローンを配備して飛行訓練中です
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第76回

　国内で取り扱われている化学物質の中に
は、危険性や有害性を持つ物質が多くある
ため、労働者が安全に働けるように化学物
質規制があります。
　労働安全衛生法関係法令の改正により、
令和６年４月から職場での化学物質規制が
大きく見直しとなっています。
　詳しくは、労働安全衛生総
合研究所ホームページをご覧
ください。

国内での化学物質規制が
大きく見直し
となりました

【問い合わせ先】
　事業者のための
　　化学物質管理無料相談窓口

TEL 050-5577-4862

にご協力お願いします

釧路・根室地域の
公共交通に関するアンケート

　北海道釧路・根室地域公共交通活性化協
議会では、釧路・根室地域の公共交通に対
する課題や問題点を把握するため、公共交
通に関するアンケートを実施することとい
たしました。
　アンケートは、以下の二次元コードから
Ｗｅｂでご回答いただくか、役場町民環境
課窓口でお配りしているアンケート用紙に
ご記入の上、町民環境課に設置している回
収箱へ投函してください。
　公共交通ネットワークの維
持・確保のため、皆様のご協
力をお願いします。

12月１日㈰～１月31日㈮まで実施期間
お問い合わせ

北海道根室振興局 地域政策課 地域振興係
〒087-8588 北海道根室市常盤町3丁目28番地

℡ 0153-22-2809

　法務省および全国人権擁護委員連合会は、「人権デー」を最終日とする一週間（12/4～
10）を「人権週間」と定め、地域住民のみなさんに人権への理解を深めてもらう取組を全
国各地で展開しています。
　根室人権擁護委員協議会では、次の会場で地元の人権擁護委員が無料で相談に応じる「特
設なんでも相談所」を開設し、いじめ、いやがらせ、暴力・虐待などの人権問題から、ご家
庭・ご近所の困りごとなど、あなたの悩みの解決のため、良い方法を一緒に考えます。
　一人で悩まずお気軽にご相談ください。相談の秘密は固く守られ、予約も必要ありません。
また、地元だけでなく隣町等の会場で相談に応じることも可能です。

釧路地方法務局根室支局
根室市弥栄町１丁目18番地　電話0153-23-4874

人権週間特設何でも相談所が開設されます！

【根 室 市】12月８日㈰ 根室市総合文化会館　第２講座室 午後１時～午後４時まで
【別 海 町】12月９日㈪ 別海町役場　103号会議室　 午後１時～午後３時30分まで
【中標津町】12月５日㈭ 中標津町総合文化会館　展示室 午後１時～午後４時まで
【標 津 町】12月５日㈭ 標津町生涯学習センター「あすぱる」 午後１時～午後４時まで
【羅 臼 町】12月４日㈬ 羅臼町役場　１階会議室 午後１時～午後４時まで

《お問合せ先》



編集／羅臼町 企画財政課 企画財政係
　　　〒086-1892 目梨郡羅臼町栄町100番地83
　　　☎0153-87-2114
　　　https://www.rausu-town.jp世界自然遺産のまち・知床羅臼町

わたくしたちは、雄大な知床連峰と、オホーツ
クの海原の大自然にはぐくまれた、羅臼の町民
です。
●自然を愛し先人の強い意志をうけつぎます。
●健康で明るくたのしい家庭をつくります。
●教養を高め、豊かな情操を育てます。
●仕事に誇りをもち、はたらく喜びに生きます。
●子どもたちの夢と、若い力を育てます。

人 の 動 き 羅臼町民憲章
（昭和45年9月15日制定公示）

赤ちゃん誕生おくやみ申し上げます （敬称略）（敬称略）（敬称略）

　第１回知床らうす産業祭「羅来楽」が開催されまし
た。知床開きと漁火まつりが終わり、新しく開催され
たイベントですが、今まで行ってきた伝統を次代に受
け継ぎつつ、新しいことも織り交ぜながら、みなさん
から愛されるお祭りになってほしいと願います。

■広報らうす 令和６年11月号

令和６年10月末現在　（　）内は令和６年９月末対比
人口　4,282人　（－  3）　男　2,166人（－  1）
世帯　2,006世帯（±  0）　女　2,116人（－  2）

♦表紙：第１回知床らうす産業祭「羅来楽」
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　９月28日、29日に行われた、知床らうす
産業祭「羅来楽」では、多くの町民の皆様を
はじめ、高校生や団体、企業様の協力をいた
だき大盛況で終えることができました。

　今までにないくらいの来場者となり、大道芸やものまね
ショーそして加藤登紀子さんのステージなどを楽しんでいた
だきました。そして何より、いくら丼の無料配布や会場での
羅臼グルメに舌鼓を打っていただきご好評をもらいました。
これもひとえに企画から参加いただいた実行委員やスタッフ
の頑張りの賜物と感謝申し上げます。
　10月15日朝にモセカル地区で土砂崩れが発生し、通行止
めになるなど、皆様には大変なご不便をおかけしました。現
在は、片側交互通行で終日通行できるようになりましたが、
二次災害の心配もあることから、原因究明と復旧に努力して
まいりますので、ご理解ご協力をお願いいたします。

お礼とお願い
町長室


